
 

 

 

 

 

 

 

 

手 話 だ り よ 
令和３年度 ７月号 

「手話にも方言がある（方言手話）」 

寄宿舎指導員 倉又 司 

 

 「方言」をご存じですか？有名な方言だと関西地方の「関西弁」ですね。例えば「あかん（よ

くない）」や「ほんま（本当）」、「せや（そうだ）」などがあります。そういう方言が手話にもあ

り、地方によって同じ意味でも表現が全く変わってくるので、県外の聾者と手話で話すと

お互い通じないときがあります。 

 そんな「方言手話」ですが、今でも印象に残っていることがあります。それは私が四国地方

をバイクでツーリングしたときです。愛媛から高知、徳島、香川と順番で回りながらそれぞ

れの県の聾者と交流したのですが、なんと全員の手話が全く違うのです。例えば･･･ 

 

                              ←左図のとおり、「朝」の手話が全く異なる 

                                のです。 

実際、こんな感じでした↓ 

① 愛媛県の聾者「おはよー」 

                                   私「･･･ん？アゴ？」 

② 高知県の聾者「おはよー」 

私「えっ？晴れ？」 

③ 徳島県の聾者「おはよー」 

私「おはよう！(やっと通じる･･･) 

                                 ④ 香川県の聾者「おはよー」 

                                    私「はい？日が明けた？」 

  

                                  隣り合う県なのに、こんなに違う！ 

                                

                                 調べてみると「火曜日」の表現

も全く異なります。不思議です

ね。このように、地方によって同

じ意味でも手話表現が全く違う 

                                     ことがあります。もっと調べて 

                                     みると面白いかもしれません！ 

                                     興味があれば･･･是非色々な 

                                     「方言手話」を調べてみてくださ 

い。 

                                     ちなみに、北海道の「方言手話」 

                                     が一番難解です。 

「私の好きな手話」 
 普段使っている手話で「自分の好きな手話」って何だろうと思い、手話情報保障部の先生方に

聞いてみました。答えが皆さん違ってて面白いです！是非皆さんも探してみませんか？ 

 

今年度は、長岡市社会福祉センター トモシアで実施予定です。ぜひ受験をご検討ください。 

 ○申込期間･･･令和３年７月１０日（土）～８月１２日（木） 

 ○資料請求･･･令和３年６月７日（月）～７月３１日（土） 

 ○実施試験･･･５級、４級、３級、２級、準１級、１級 ※それぞれ実施日が違います。 

 
今年度の手話カウンセリング実施日についてお知らせします。 

悩み、不安などある方はこれを機会に話してみませんか？お待ちしております。 

 
7月１９日（月） ９月６日（月） １０月１８日（月） １１月１５日（月） 12月２０日（月） 

※詳しく知りたい方は手話情報保障部の先生へ 

塚原先生 

 私の好きな手話は「おつ

かれさま」です。ろう者に

会うと、「おはよう」「こん

にちは」「こんばんは」の意

味で、「おつかれ！」の手

話であいさつをします。

「おつかれ！」と手話をさ

れると、なんだか元気にな

るような気がします。 

金垣先生 

私が「コーダ」を選んだ

理由は、自分がコーダだ

からです。ろう者である

両親の子として生まれて

きてよかったと今も思っ

ているので、この言葉を

選びました。 

※コーダ…ろう者の親を

持つ聴者 

二瓶先生 

「頑張る」の手話を表現

すれば相手に「頑張って

ね！」とエールを送ること

ができます。また「頑張ろう

ね！」と一緒に取り組むこ

とができるので、この言葉

を選びました。 

大島先生 

胸の前で手を動かす表現が

まさに心のうきうきしてい

る様子を忠実に表現できて

いて、すごいなあと思った

からです。また、「楽しい」の

手話を使うたびに自然と笑

顔になるからです。 

倉又先生 

「拍手」 

ろう者が集まる行事

に必ずやります。大勢

のろう者が空高く手

を上げて振る様子は

とても気持ちいい！ 


